
本
稿
は
、
四
庫
全
書
集
部
別
集
類
に
著
録
さ
れ
る
東
晋
か
ら
劉

宋
初
期
を
生
き
た
詩
人
陶
潜
の
「
陶
淵
明
集
」
の
総
目
提
要
を
訳

出
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
に
対
す
る
訓
読
文
に
つ
い
て
は
、
既

に
原
田
種
成
氏
の
「
訓
点
本
四
服
提
要
」
注
ｌ
に
示
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
本
提
要
が
主
に
提
示
す
る
版
本
の
伝
流
に
言
及
し
た
も
の
で

は
、
陶
樹
の
「
諸
本
序
録
」
注
２
、
と
り
わ
け
橋
川
時
雄
氏
の
「
陶

集
版
本
源
流
孜
」
注
３
や
、
郭
紹
虞
氏
の
「
陶
築
考
弁
」
注
４
な
ど

に
綴
密
な
考
証
が
見
ら
れ
る
。
近
年
で
も
松
岡
栄
志
氏
の
「
「
陶

淵
明
集
」
版
本
小
識
ｌ
宋
版
三
種
ｌ
」
や
、
「
続
「
陶
淵
明
築
』

版
本
小
識
ｌ
宋
・
元
版
二
種
ｌ
」
注
５
が
あ
り
、
ま
た
哀
行
舗
氏

の
「
宋
元
以
来
陶
集
校
注
本
之
考
察
」
注
６
な
ど
に
お
い
て
、
陶

梨
の
版
本
の
伝
流
に
つ
い
て
は
概
ね
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
陶
集
の
版
本
の
伝
流
に
関
し
て
、
提
要
が
そ
の
草
分
け
と

し
て
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
消

》
』

四
庫
全
書
総
目
提
要
陶
淵
明
集
訳
注

朝
考
証
学
者
ら
が
展
開
す
る
考
拠
の
一
つ
一
つ
を
追
う
こ
と
は
、

筆
者
を
含
む
後
学
の
も
の
に
と
っ
て
今
な
お
有
益
な
示
唆
を
有
し

て
い
よ
う
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

訳
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
一
九
六
五
年
に
中
華
替
局
よ
り
刊
行

さ
れ
た
「
四
庫
全
書
総
目
」
を
底
本
と
し
て
用
い
た
。
こ
の
版
は

洲
江
本
の
影
印
本
で
、
殿
本
（
武
英
殿
本
『
奥
本
（
広
東
書
局
刊
本
）

な
ど
の
他
の
版
と
比
較
す
る
と
刻
字
が
輔
確
で
あ
る
こ
と
は
既
に

近
藤
光
男
氏
注
７
が
指
摘
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
、
文
淵
側

本
の
瞥
前
提
要
と
比
較
す
る
と
単
な
る
異
体
字
の
問
題
と
し
て
処

理
で
き
な
い
字
句
の
異
同
が
見
え
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
適

宜
指
摘
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
は
、
二
○
二
年
庇
、
文
教
大
学
大
学
院
に
て
開
撫
さ
れ

た
向
嶋
成
美
先
生
の
研
究
指
導
に
お
い
て
、
飛
者
が
担
当
し
た
発

表
資
料
を
基
に
整
理
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
府
上
、
御

批
正
、
御
教
授
賜
っ
た
向
嶋
先
生
、
ま
た
、
同
じ
く
識
義
に
参
加

し
て
頂
き
、
御
批
正
、
御
教
授
賜
っ
た
樋
口
泰
裕
先
生
、
同
学
の

宇
賀
神
秀
一
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以
下
、
本
文
を
Ｉ
か
ら
Ⅳ
の
段
落
に
分
け
、
最
初
に
原
文
、
及

び
文
字
の
校
勘
、
次
い
で
訓
読
文
、
現
代
日
本
語
訳
を
考
慮
し
、

最
後
に
注
釈
を
付
け
る
形
で
進
め
て
い
く
。

訳
注

王
連
旺
氏
に
特
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
示
し
た
い
。

注
１
汲
古
排
院
．
一
九
九
四
年

注
２
「
蛸
節
先
生
典
」
所
収
。
な
お
、
本
稿
で
の
引
川
は
四
部
佃
妥
本
を

川
い
た
。

注
３
文
字
同
盟
祉
、
一
九
三
一
年
四
月
、
鋪
三
巻
、
後
に
『
文
字
側
劉
』

節
三
巻
、
汲
古
併
院
、
一
九
九
一
年
に
拠
刻
さ
れ
る
。

注
４
『
燕
Ⅸ
学
報
」
鋪
二
十
期
、
一
九
三
六
年
十
二
〃
、
後
に
『
照
隅
室

古
典
文
学
織
巣
』
上
細
、
上
海
古
縮
出
版
祉
、
一
九
八
三
年
に
所
収
さ

れ
る
。

注
５
『
漢
文
教
寵
」
節
一
七
一
号
、
一
九
九
二
年
三
月
、
同
寄
、
鋪

一
七
三
号
、
一
九
九
二
年
一
一
月
に
所
収
す
る
。

注
６
「
陶
淵
明
研
究
」
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
に
所
収
き
れ
る
。

注
７
「
囚
叩
全
排
総
目
提
妥
「
聯
時
典
の
研
究
上
、
研
文
出
版
、

一
九
八
四
年

⑦⑥⑤④③②①

陶
淵
明
典
八
巻
内
・
府
蔵
本

①
晋
陶
潜
撰
．
墓
②
北
斉
陽
休
之
序
録
③
、
潜
集
行
世
凡
三
本
。

一
本
八
巻
、
無
序
。
一
本
六
巻
、
有
序
目
、
而
縞
比
顛
乱
、
兼
復

閲
少
。
一
本
為
蔚
統
所
撰
。
案
古
人
細
録
之
許
④
、
亦
珊
之
掘
⑤
。
故

文
週
旧
本
侍
岨
梁
⑥
昭
明
太
子
掴
、
而
徐
陵
玉
台
斬
泳
⑦
序
、
亦
③
称
撰
録

艶
歌
凡
あ
十
巻
。
休
之
称
滞
典
⑨
為
統
撰
、
藍
沿
当
Ⅲ
之
称
。
今
亦
冊
共
旧

⑩
文
。
亦
八
巻
、
而
少
五
孝
伝
及
四
八
目
。
四
八
目
即
聖
賢
群
輔

録
也
．
休
之
参
合
三
本
、
定
為
十
巻
、
巳
非
昭
明
之
旧
．

〔
校
勘
〕

〔
原
文
〕香

前
提
要
、
晋
字
上
有
臣
等
謹
案
陶
淵
明
集
八
巻
。

書
前
提
要
、
無
案
字
。

書
前
提
要
、
録
字
下
有
称
字
。

書
前
提
要
、
編
録
之
普
作
選
定
之
本
。

書
前
提
要
、
撰
作
選
。

書
前
提
要
、
無
梁
字
。

瞥
前
提
要
、
詠
字
作
味
字
。
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⑩⑨③

陶
淵
明
集
八
巻
内
府
蔵
本

晋
の
陶
潜
の
撰
・
案
ず
る
に
北
斉
の
陽
休
之
の
序
録
に
、
潜
の

集
の
世
に
行
わ
る
る
も
の
凡
そ
三
本
あ
り
。
一
本
は
八
巻
、
序
無

し
。
一
本
は
六
巻
、
序
目
有
り
て
、
絹
比
顛
乱
し
て
、
兼
ね
て
復

た
闘
少
す
。
一
本
は
爾
統
の
撰
す
る
所
と
為
る
。
案
ず
る
に
古
人
の

細
録
の
餅
、
亦
た
之
を
撰
と
洲
う
。
故
に
文
選
の
旧
本
侍
梁
の
昭
明
太
子
侭

と
題
す
、
而
し
て
徐
陵
の
玉
台
新
泳
の
序
、
亦
た
艶
歌
を
撰
録
し
て
凡
そ
十

悲
と
為
す
と
称
す
。
休
之
瀞
の
災
を
称
し
て
統
の
撰
と
あ
す
は
、
藍
し
当
剛

の
称
に
沿
う
．
今
亦
た
共
の
旧
文
に
冊
る
。
亦
た
八
巻
に
し
て
、
五
孝

伝
及
び
四
八
目
を
少
く
と
。
四
八
目
は
即
ち
聖
賢
群
輔
録
な
り
。

休
之
三
本
を
参
合
し
て
、
定
め
て
十
巻
と
為
せ
ば
、
巳
に
昭
明
の

旧
に
非
ず
。

〔
訓
読
文
〕

〔
現
代
日
本
語
訳
〕

陶
淵
明
集
八
巻
内
府
蔵
本
一
二

書
前
提
要
、
無
亦
字
。

書
前
提
要
、
潜
集
作
淵
明
集
。

書
前
提
要
、
旧
字
作
原
字
．

晋
の
陶
潜
の
著
・
北
斉
の
陽
休
之
の
一
．
序
録
」
に
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
一
一
二
。
陶
潜
の
集
は
全
部
で
三
種
類
の
テ

キ
ス
ト
が
世
に
通
行
し
て
い
る
。
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
八
巻
で
、

序
文
が
無
い
。
も
う
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
六
巻
で
、
序
文
と
目
録

と
が
有
り
、
編
纂
、
配
列
が
乱
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
は
欠
け
て
い

る
作
品
も
あ
る
。
も
う
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
煎
統
に
よ
っ
て
編
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
一
三
一
。
古
人
の
糧
ん
だ
普
物
を
見
て
み
る
と
、
や
は

り
撰
と
い
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
文
避
」
の
古
い
テ
キ
ス
ト
は
全
て
「
梁
の

昭
明
太
子
侭
」
と
題
し
て
お
り
、
徐
陵
の
「
玉
台
新
泳
」
の
序
文
に
も
や
は

り
「
艶
歌
を
撰
録
し
て
全
部
で
十
巻
と
す
る
」
と
称
し
て
い
る
。
隅
休
之
が

陶
滞
の
典
を
称
し
て
統
の
撰
と
す
る
の
は
、
恐
ら
く
、
当
時
の
呼
称
に
沿
う

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
今
は
そ
の
古
い
前
い
方
に
依
る
【
四
］
。
ま
た
八
巻

で
あ
り
、
「
五
孝
伝
」
と
「
四
八
目
」
が
欠
け
て
い
る
、
と
。
「
四
八

目
」
と
は
「
聖
賢
群
輔
録
」
で
あ
る
。
休
之
は
以
上
の
三
つ
の
テ

キ
ス
ト
を
参
照
し
て
、
十
巻
に
校
訂
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に

昭
明
太
子
の
細
ん
だ
古
い
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
。
一
五
〕

【
二
一
．
陶
淵
明
梨
」
八
巻
は
四
血
全
普
、
梨
部
、
別
染
類
二
に

著
録
す
る
。
呉
慰
祖
の
「
四
叩
採
進
瞥
目
」
（
商
務
印
智
館
、

一
九
三
○
年
）
の
補
遺
、
武
英
殿
第
一
次
番
目
に
よ
れ
ば
、
「
「
陶

〔
訳
注
〕
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淵
明
集
」
十
巻
。
晋
陶
潜
著
。
案
四
叩
即
搬
此
本
著
録
．
五
孝
伝

以
其
畷
而
剛
之
。
四
八
目
則
列
於
類
番
存
目
。
故
実
存
八
巻
云
。

詳
見
提
要
。
」
と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
庫
全
書
に
整
理
、

綱
纂
さ
れ
た
陶
典
（
以
下
、
四
駆
本
と
す
る
）
は
、
も
と
も
と
は

十
巻
本
で
あ
り
、
「
五
孝
伝
」
を
偽
作
と
し
て
斥
け
、
「
四
八
目
」

を
類
書
存
目
に
お
い
て
い
る
と
い
う
。
「
四
八
目
」
と
は
本
提
要

に
お
い
て
後
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
聖
賢
群
輔
録
」
を
指
し

て
お
り
、
提
要
の
子
部
四
十
七
、
類
脅
類
存
目
一
に
著
録
さ
れ
て

い
る
。
「
五
孝
伝
」
は
、
四
庫
本
に
お
い
て
見
え
な
い
「
天
子
孝

伝
賛
」
、
「
諸
候
孝
伝
賛
」
、
「
卿
大
夫
孝
伝
賛
」
、
「
士
孝
伝
賛
」
、
「
庶

人
孝
伝
賛
」
を
指
す
。
「
四
庫
採
進
書
目
」
に
は
、
四
嘩
本
が
十

巻
本
に
も
と
づ
い
て
絹
纂
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
橋
川

時
雄
氏
の
「
陶
集
版
本
源
流
孜
」
に
よ
れ
ば
、
李
公
換
本
系
統
（
李

公
喚
本
に
つ
い
て
橋
川
時
雄
氏
は
、
元
刻
の
も
の
と
し
て
、
「
上

海
溺
芥
楼
蔵
本
（
四
部
叢
刊
初
編
に
景
印
ご
及
び
「
呉
繍
谷
（
悼
）

旧
蔵
本
」
の
二
種
が
あ
り
、
郭
紹
虞
氏
の
「
陶
集
考
弁
」
で
は
、

更
に
「
貴
池
劉
氏
玉
海
堂
景
印
本
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
本
稿

で
は
、
四
部
叢
刊
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
以
下
、
四
部
本
と
す

る
。
）
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
も
の
の
四
庫
本
が
具
体
的
に
ど
の
李
公
喚
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト

を
底
本
と
し
た
か
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は

先
ず
四
庫
本
と
四
部
本
と
の
相
違
す
る
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
、

次
い
で
四
郎
本
と
一
致
す
る
テ
キ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

先
ず
四
部
本
の
巻
首
に
は
、
「
補
註
陶
淵
明
染
総
論
」
、
「
陶
淵

明
集
序
」
、
「
菱
註
陶
淵
明
集
目
録
」
を
収
録
す
る
の
に
対
し
て
、

四
庫
本
で
は
、
「
提
要
」
を
収
め
る
の
を
除
い
て
、
「
陶
淵
明
典
原

序
」
、
「
陶
淵
明
集
総
論
」
を
収
録
し
て
お
り
、
名
称
及
び
そ
れ
ら

の
お
か
れ
る
順
序
が
異
な
っ
て
い
て
、
ま
た
目
録
が
見
え
な
い
。

更
に
両
本
の
総
論
を
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
、
四
部
本
は
四
服
本

に
は
収
録
す
る
朱
晦
稚
の
二
条
、
陸
象
山
の
二
条
、
翻
鯛
山
の
一

条
は
収
録
せ
ず
、
四
庫
本
は
四
部
本
に
は
収
録
す
る
東
波
の
「
孔

子
不
取
微
生
高
」
の
一
条
を
収
録
せ
ず
、
ま
た
諭
者
の
順
序
が
異

な
っ
て
お
か
れ
て
い
る
。

３

両
本
と
も
に
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
は
大
き
な
異
同
は
な
く
、
巻
３

－
に
「
詩
四
言
」
、
巻
二
よ
り
巻
四
に
至
っ
て
「
詩
五
一
亘
を
収
一

録
す
る
。
巻
五
に
は
両
本
と
も
に
「
雑
文
」
を
収
め
、
巻
六
に
お

い
て
四
部
本
に
は
、
巻
五
と
同
様
に
「
雑
文
」
と
、
四
庫
本
で
は
「
賦
」

と
題
し
て
、
両
本
共
に
賦
を
収
録
す
る
。
巻
七
よ
り
以
下
は
大
き

く
異
同
が
あ
り
、
四
部
本
で
は
、
「
伝
賛
」
、
四
庫
本
で
は
「
賛
疏
」

を
収
録
す
る
。
巻
八
に
四
部
本
は
「
疏
祭
文
」
、
四
庫
本
で
は
「
祭

文
」
が
収
録
さ
れ
る
。
四
庫
本
は
以
上
全
八
巻
の
体
裁
を
取
る
の

に
対
し
て
、
四
部
本
は
巻
九
に
「
集
聖
賢
群
輔
録
上
」
、
巻
十
に
「
集

聖
賢
群
輔
録
下
」
を
収
録
す
る
。

次
に
、
詩
文
、
注
釈
文
、
批
文
に
お
け
る
四
庫
本
と
四
部
本
と



の
文
字
の
異
同
を
挙
げ
て
い
く
。
な
お
、
四
部
本
の
文
字
を
先
に

挙
げ
、
次
い
で
四
庫
本
に
お
け
る
文
字
の
異
同
を
挙
げ
る
。

巻
一
で
は
、
「
停
雲
」
序
の
「
鱒
湛
新
醗
」
を
「
鱒
酒
新
湛
」

に
作
っ
て
い
る
。
巻
二
で
は
「
帰
園
田
居
」
詩
其
三
、
第
五
句
の

「
長
」
字
を
「
愛
」
字
に
作
り
、
「
間
来
使
」
詩
に
つ
け
ら
れ
た
批

文
の
西
消
詩
話
中
の
「
鯛
」
字
を
「
節
」
字
に
作
り
、
「
遊
斜
川
」

序
に
付
け
ら
れ
た
注
の
「
之
晋
」
を
「
晋
之
」
に
作
り
、
「
於
王

撫
耶
座
送
客
」
詩
、
第
七
句
の
「
四
」
字
を
「
恩
」
字
に
作
り
、

第
十
五
句
の
「
月
」
字
を
「
目
」
字
に
作
り
、
批
文
で
は
「
休
元
」

を
「
元
休
」
に
作
り
、
「
歳
暮
和
張
常
侍
」
詩
の
第
十
五
句
に
付

け
ら
れ
た
注
、
「
酷
一
宿
酒
」
が
四
部
本
で
は
見
え
ず
、
「
悲
従
兄

仲
徳
」
詩
の
第
二
句
の
「
涙
」
字
を
「
沼
」
字
に
作
る
。
巻
三
に

至
っ
て
「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
曲
阿
」
詩
の
第
十
句
、
「
綿
綿
」
を
「
蘇

蘇
」
に
作
り
、
そ
の
批
文
で
は
「
亦
不
能
識
此
語
之
妙
」
と
あ
る
が
、

「
能
」
字
が
見
え
ず
、
「
還
旧
居
」
詩
、
第
一
句
に
付
け
ら
れ
た
注

の
「
巳
巳
」
を
「
乙
巳
」
に
作
り
、
「
庚
成
歳
九
月
中
於
西
田
穫

早
稲
」
詩
の
最
後
の
句
に
対
し
て
四
部
本
の
み
に
「
平
声
」
と
注

さ
れ
て
い
る
。
「
丙
辰
歳
八
月
中
於
下
撰
田
舎
穫
」
詩
に
付
け
ら

れ
た
批
文
中
の
「
推
」
字
を
「
惟
」
字
に
作
り
、
「
飲
酒
」
詩
其
七
、

第
八
句
の
「
鐘
」
を
「
趨
」
に
作
り
、
「
述
酒
」
詩
の
題
に
次
い

で
付
け
ら
れ
た
注
の
．
本
」
を
「
宋
本
」
に
作
り
、
「
貴
子
」
詩
、

第
四
句
、
「
惣
」
を
「
総
」
に
作
り
、
「
有
会
而
作
」
詩
の
題
下
注
、

一
‐
井
序
」
が
、
四
部
本
で
は
見
え
な
い
。
巻
四
、
｜
・
擬
古
」
詩
、
其
二
、

第
十
二
句
の
後
に
付
け
ら
れ
た
注
の
「
迂
」
字
を
「
遷
」
字
に
作
り
、

「
雑
詩
」
詩
、
其
六
に
付
け
ら
れ
た
批
文
中
の
「
李
元
中
紀
」
を
「
李

元
宗
紀
」
に
作
り
、
其
十
、
第
二
句
、
「
峡
」
字
の
「
験
」
字
に

作
り
、
「
詠
三
良
」
詩
の
十
三
句
目
の
「
因
」
字
を
「
固
」
字
に

作
り
、
第
二
十
句
、
「
輩
」
字
を
「
法
」
字
に
作
り
、
「
読
山
海
経
」
詩
、

其
一
、
第
三
句
、
「
托
」
を
「
託
」
に
作
り
、
其
四
に
付
け
ら
れ

た
批
文
中
の
「
独
」
字
を
「
渦
」
字
に
作
り
、
其
七
の
批
文
中
の
「
柏
」

を
「
栢
」
に
作
り
、
批
文
に
付
け
ら
れ
た
削
注
、
「
不
こ
が
「
音

郵
」
と
あ
り
、
其
十
二
、
「
隣
」
を
「
国
」
に
作
り
、
「
口
」
を
「
日
」

に
作
り
、
批
文
中
の
「
三
繍
」
を
「
二
淵
」
に
作
る
な
ど
で
あ
る
。

次
に
以
上
の
相
違
に
つ
い
て
先
人
の
研
究
成
果
に
拠
り
つ
つ
四

庫
本
の
底
本
を
限
定
し
て
い
く
と
、
先
に
挙
げ
た
総
論
に
お
け
る

詰
者
の
有
無
、
及
び
異
同
に
つ
い
て
陶
樹
が
李
公
換
本
系
統
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
明
の
万
歴
丁
亥
（
一
五
八
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た

休
陽
程
氏
本
を
挙
げ
て
「
其
総
論
中
無
東
波
不
取
微
生
高
一
条
而

多
朱
晦
惹
二
条
、
陸
条
象
山
二
条
、
劉
鶴
山
一
条
。
不
知
程
氏
所

見
公
換
本
原
是
如
、
此
抑
従
別
本
増
剛
。
何
燕
泉
本
総
論
則
諸
条

悉
具
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
四
庫
本
と
四
部
本
に

お
け
る
「
陶
淵
明
集
総
論
」
の
異
同
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

四
庫
本
の
総
論
は
休
陽
程
氏
本
、
及
び
何
燕
泉
本
と
同
様
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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ま
た
一
‐
停
震
」
序
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
郭
紹
虞
氏
は
、
一
，
此

本
大
体
固
同
李
公
換
本
、
然
有
以
意
、
率
改
之
処
、
如
「
停
雲
』

詩
序
「
鱒
湛
新
醗
」
、
李
公
喚
本
以
前
諸
本
皆
然
、
自
此
本
改
作
「
鱒

酒
新
湛
』
、
於
是
楊
時
偉
本
、
楊
鶴
本
、
播
鞄
本
均
従
之
。
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
庫
本
は
休
陽
程
氏
本
な
い
し
そ
れ
以
降

の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
陶
樹
の
説
と
郭
紹

虞
氏
の
説
を
併
せ
て
考
え
る
と
休
陽
程
氏
本
が
四
座
本
と
似
た
体

裁
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

休
陽
程
氏
本
は
、
我
が
国
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
溌
し
て
お
り
、

実
際
に
そ
の
複
写
さ
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
休
陽
程

氏
本
は
、
毎
半
葉
九
行
十
八
字
、
四
周
双
辺
、
双
魚
尾
の
体
裁
を

取
り
、
そ
の
表
題
に
「
陶
淵
明
集
」
、
巻
首
に
は
「
陶
淵
明
集
序
」
、

「
陶
淵
明
伝
」
、
「
陶
靖
節
集
総
諭
」
、
「
陶
靖
節
集
目
録
」
が
お
か

れ
、
総
諭
の
内
容
は
四
庫
本
と
一
致
す
る
。
ま
た
巻
一
に
「
詩
四

言
」
、
巻
二
よ
り
巻
四
に
至
っ
て
「
詩
五
言
」
を
収
録
し
て
、
巻

五
に
「
雑
文
」
、
巻
六
に
「
賦
」
、
巻
七
に
「
伝
賛
」
、
巻
八
に
「
疏

祭
文
」
、
巻
九
に
「
集
聖
賢
群
輔
録
上
」
、
巻
十
に
「
集
聖
賢
群
輔

録
下
」
を
収
録
す
る
。
四
部
本
の
体
裁
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

巻
六
の
「
賦
」
と
題
し
て
賦
を
収
録
す
る
点
が
四
服
本
と
一
致
す

る
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
詩
、
注
釈
、
批
文
に
お
け
る
文
字
の
異
同

箇
所
、
及
び
注
釈
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
巻
二
の
「
帰
圃
田
居
」

其
三
、
第
五
句
の
「
長
」
字
を
四
部
本
と
同
様
に
作
る
が
、
他
の

一
二
一
陽
休
之
（
五
○
九
，
五
八
二
）
、
字
は
子
烈
右
北
平
無
終

の
人
。
父
は
固
、
魂
の
洛
陽
の
令
と
な
り
、
卒
し
て
後
に
太
常
少

卿
を
剛
ら
れ
る
。
休
之
は
才
智
に
優
れ
て
風
気
が
あ
り
、
若
く
か

ら
勉
学
に
努
め
た
．
文
学
を
愛
し
、
弱
冠
に
し
て
名
声
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
た
。
幽
州
刺
史
の
常
策
と
王
延
年
と
か
ら
招
恥
さ
れ
て

州
主
簿
と
な
る
。
附
側
皇
二
年
、
罷
任
さ
れ
て
洛
陽
に
て
七
十
四

歳
で
没
し
た
。
「
北
斉
醤
」
巻
四
二
、
「
北
史
」
巻
四
七
に
伝
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
著
作
と
し
て
、
「
附
番
」
経
輔
志
、
経
部
、

異
同
箇
所
は
全
て
四
・
肌
本
と
一
致
し
て
い
る
。

四
服
本
と
休
陽
程
氏
本
と
に
お
い
て
、
若
干
の
文
字
の
異
同
が

あ
り
、
ま
た
休
陽
程
氏
本
と
は
一
致
せ
ず
に
四
部
本
と
一
致
す
る

点
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
表
題
、
総
諭
、
ま
た
注
の
有
無
等
か

ら
見
れ
ば
、
や
は
り
休
陽
程
氏
本
と
一
致
す
る
点
が
多
く
見
ら
れ

る
。
従
っ
て
四
庫
本
の
編
纂
、
及
び
抄
写
に
あ
た
り
用
い
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
は
休
陽
程
氏
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
何
燕
泉
本
を
見
て
み
る
と
、
総
論

に
つ
い
て
は
一
致
す
る
も
の
の
、
休
陽
程
氏
本
よ
り
改
め
ら
れ
た

と
い
う
「
鱒
酒
新
湛
」
に
つ
い
て
は
一
致
せ
ず
、
ま
た
先
に
挙
げ

た
異
同
箇
所
に
つ
い
て
も
四
部
本
に
従
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
休

陽
程
氏
本
が
参
照
と
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
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一
三
一
爾
統
（
五
○
一
・
五
三
二
は
、
梁
の
武
帝
で
あ
る
諭
術

（
四
六
四
’
五
四
九
）
の
長
子
。
字
は
徳
施
、
小
字
は
維
職
。
天

監
元
年
（
五
○
二
）
十
一
月
に
皇
太
子
と
な
り
、
武
帝
の
中
大
通

三
年
（
五
三
二
に
没
し
た
。
謹
号
を
昭
明
と
い
う
。
時
に
東
宮

に
書
物
が
三
万
巻
近
く
あ
り
、
名
才
が
集
ま
っ
て
文
学
の
盛
隆
を

極
め
た
と
い
う
。
彼
の
伝
は
「
梁
普
」
巻
八
、
及
び
「
南
史
」
巻

五
十
三
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
著
作
は
、
「
陥
脅
』
経
籍
志
、

集
部
、
別
集
類
に
「
昭
明
太
子
集
二
十
巻
」
、
ま
た
、
集
部
、
総

集
類
に
「
文
選
三
十
巻
」
、
「
文
章
英
華
三
十
巻
」
、
「
古
今
詩
苑
英

華
十
九
巻
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
等
の
書
は
四
庫
全
書
、
集
部
、

別
集
類
二
に
著
録
さ
れ
る
「
昭
明
太
子
集
」
五
巻
の
提
要
に
よ
れ

ば
宋
末
頃
に
は
既
に
散
逸
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

提
要
で
は
「
其
集
」
を
「
潜
集
」
に
、
「
両
本
」
を
「
三
本
」

に
改
め
て
い
る
。
陽
休
之
「
序
録
」
で
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

以
為
三
本
不
同
、
恐
終
至
亡
失
、
今
蒲
統
所
閑
並
序
目
等
、

合
為
一
峡
、
十
巻
。

陽
休
之
は
陶
集
を
編
纂
し
た
経
緯
と
し
て
、
前
統
本
を
含
む
三

種
の
テ
キ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
体
裁
、
ま
た
作
品
を
収
録

小
学
類
に
、
一
．
釧
略
一
巻
」
、
一
・
新
唐
瞥
」
芸
文
志
、
史
部
、
雑
伝

類
に
は
「
幽
州
古
今
人
物
志
三
十
巻
」
（
「
旧
唐
瞥
」
で
は
、
十
三

巻
に
作
る
）
な
ど
が
あ
る
．

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
テ
キ
ス
ト
に
の
み
に
収
録
す
る

作
品
が
散
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
た
。
ゆ
え
に
蔽
統
本
以
外

の
「
両
本
」
を
以
て
蔽
統
本
に
欠
け
る
作
品
を
補
い
十
巻
本
に
編

纂
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
提
要
が
「
両
本
」
を
「
三

本
」
に
改
め
た
の
は
、
爾
統
本
を
数
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．

【
四
三
，
撰
」
字
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
古
い
用
例
で
は
し
ば
し

ば
「
撰
」
字
と
「
選
」
字
は
区
別
せ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
注

に
引
か
れ
る
「
文
選
」
で
は
、
例
え
ば
四
部
叢
刊
本
、
足
利
学
校

本
の
序
文
で
は
、
提
要
の
指
摘
通
り
「
撰
」
字
に
作
っ
て
い
る
。

ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
「
玉
台
新
詠
」
序
文
の
「
撰
録
艶
歌
凡
為

十
巻
」
に
お
い
て
四
部
備
要
本
で
は
同
様
に
「
撰
録
」
に
作
っ
て

い
る
。
四
部
叢
刊
本
で
は
「
選
録
」
に
作
っ
て
お
り
、
提
要
の
指

摘
と
異
な
る
が
同
序
文
に
見
え
る
署
名
に
は
「
陳
尚
書
左
僕
射
太

子
少
伝
東
海
徐
陵
孝
穆
撰
」
と
あ
り
「
撰
」
字
に
作
っ
て
い
る
。

【
五
三
．
五
孝
伝
」
を
収
録
す
る
版
は
汲
古
閣
本
、
四
部
本
、
ま
た

明
の
張
博
「
漢
鏡
六
朝
百
三
名
家
集
」
所
収
の
「
陶
彰
沢
集
」
な

ど
で
あ
る
。

汲
古
閣
本
の
題
下
注
に
は
．
日
四
八
目
」
と
み
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
陽
休
之
「
序
録
」
で
は
「
四
八
目
」
と
の
み
称
し
て
お

り
、
ま
た
後
に
見
る
宋
庫
「
私
記
」
、
思
悦
「
番
後
」
に
お
い
て
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①
香
前
提
要
、
若
字
作
無
．

又
た
宋
庫
の
私
記
に
称
す
、
附
の
経
籍
志
に
、
潜
の
集
九
巻
と
、

又
た
云
う
、
梁
に
五
巻
、
録
一
巻
有
り
と
、
唐
志
に
五
巻
に
作
る
と
。

摩為列録
称是詩一又
江・前巻宋
左晩。、岸
本乃一唐私
也得為志記

･潔藍称
旧之巻陪

聴盤
驚噸志
難聴
①又一九

鮮謡
亭杢池
世終巻云
所不本梁
行知、有

偲i製蕃

も
一
‐
四
八
目
」
と
の
み
称
し
て
い
る
。
ま
た
汲
古
閣
本
、
四
部
本
、

休
陽
程
氏
本
で
は
等
し
く
「
集
聖
賢
群
輔
録
」
と
題
し
て
お
り
、

「
集
」
字
が
見
え
る
。

〔
訓
読
文
〕

〔
校
勘
〕

〔
原
文
〕

ま
た
宋
摩
の
私
記
に
は
【
二
、
一
・
階
書
」
経
籍
志
に
は
陶
潜
の

集
九
巻
と
あ
り
、
ま
た
梁
の
頃
に
は
五
巻
、
目
録
一
巻
が
あ
っ
た

と
い
う
。
「
旧
唐
書
」
経
籍
志
に
は
五
巻
に
作
っ
て
い
る
一
二
一
。

宋
摩
の
時
代
に
通
行
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
一
つ
が
繭
統
の
八

巻
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
文
を
詩
の
前
に
お
い
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
陽
休
之
の
十
巻
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
数
十
本

が
あ
っ
て
、
結
局
の
所
、
何
れ
の
テ
キ
ス
ト
が
正
し
い
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
【
三
］
お
く
れ
て
江
左
の
旧
本
を
得
て
、
そ
の
次
第

は
殿
も
源
と
そ
の
系
譜
を
つ
ら
ぬ
い
て
繋
い
で
い
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
【
四
一
。
現
在
世
に
通
行
す
る
も
の
は
、
宋
摩
が
江
左
本

と
称
す
る
も
の
で
あ
る
〔
五
】
．

摩
の
時
に
行
わ
る
る
は
．
一
を
諭
統
の
八
巻
本
と
為
し
、
文
を
以

て
詩
の
前
に
列
す
。
一
を
陽
休
之
の
十
巻
本
と
為
す
。
其
の
他
又

た
数
十
本
あ
り
、
終
に
何
れ
を
是
と
為
す
か
を
知
ら
ず
。
晩
に
乃

ち
江
左
の
旧
本
を
得
、
次
第
最
も
倫
貫
な
る
が
若
し
と
。
今
の
世

に
行
る
る
は
、
即
ち
摩
の
江
左
本
と
称
す
る
も
の
な
り
。

〔
訳
注
〕

〔
現
代
日
本
語
訳
〕
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一
二
宋
嘩
（
九
九
六
・
一
○
六
六
）
、
字
は
公
序
、
安
州
安
陸
の

人
、
後
に
開
封
の
薙
丘
に
移
っ
た
。
摩
は
天
聖
（
一
○
二
三
’

一
○
三
二
）
の
初
め
に
、
進
士
に
及
第
し
て
、
開
封
、
試
礼
部
皆

第
一
、
大
理
評
事
、
同
判
裂
州
に
抜
拙
さ
れ
た
。
弟
は
祁
、
摩
と

同
時
に
進
士
第
三
名
と
し
て
及
第
す
る
。
応
挙
の
時
よ
り
祁
と
と

も
に
文
章
と
学
問
を
以
て
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、
世
に
二

宋
と
讃
わ
れ
た
。
宋
摩
の
伝
は
「
宋
史
」
巻
二
百
八
十
四
に
立
て

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
著
作
で
あ
る
「
元
惣
集
」
三
十
六
巻
が
、

四
庫
全
書
、
集
部
、
別
集
類
二
六
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

「
宋
摩
私
記
」
は
、
汲
古
閣
本
に
「
本
朝
宋
丞
相
私
記
」
、
休
陽

程
氏
本
に
、
「
宋
朝
宋
丞
相
私
記
」
、
陶
樹
の
「
蛸
節
先
生
巣
』
綴

本
序
録
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
二
一
一
・
陥
番
」
経
籍
志
、
集
部
、
別
染
類
に
「
宋
徴
士
陶
潜
典
九

巻
梁
五
巻
、
録
一
巻
。
」
と
見
え
る
。
「
唐
志
」
は
「
旧
唐
書
」
経

籍
志
を
指
す
。
宋
摩
「
私
記
」
に
は
、
「
陶
泉
明
集
五
巻
」
と
し

て
唐
の
高
祖
李
淵
の
「
淵
」
を
避
諒
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
百

納
本
や
殿
本
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
「
陶
淵
明
集
五
巻
」
に
作
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
同
「
旧
唐
書
」
経
籍
志
で
は
「
江
智
泉
集
」

に
作
る
例
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
謀
と
し
て
「
淵
」
を
「
泉
」

に
作
る
こ
と
は
『
旧
唐
書
』
の
編
纂
当
時
と
し
て
は
し
ば
し
ば
あ
っ

た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
一
．
新
唐
書
」
芸
文
志
で
は
「
陶
潜
集
二
十
巻
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
「
十
巻
本
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
既
に
橋
川
氏
が

指
摘
す
る
所
で
あ
る
。

一
三
一
宋
摩
一
‐
私
記
」
に
は
、
漸
統
本
に
つ
い
て
一
‐
合
序
伝
諌
等

在
集
前
為
一
巻
、
正
集
次
之
、
亡
其
録
。
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、

陽
休
之
「
序
録
」
の
所
訓
諭
統
本
と
同
じ
体
裁
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。ま
た
宋
摩
は
「
呉
氏
西
斎
録
」
に
見
え
る
十
巻
本
が
陽
休
之
本

で
あ
る
と
し
、
よ
り
詳
細
に
そ
の
体
裁
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

「
呉
氏
西
斎
録
」
は
、
初
唐
の
呉
競
が
自
身
の
磯
瞥
を
纏
め
た
蔵

番
目
録
で
、
「
新
暦
醤
」
芸
文
志
、
乙
部
、
目
録
頚
に
「
呉
競
西

斎
番
目
録
一
巻
」
と
見
え
る
。

な
お
、
橋
川
氏
は
陽
休
之
十
巻
本
に
お
け
る
録
一
巻
を
欠
い
た

も
の
が
「
附
瞥
」
経
籍
志
の
所
訓
九
巻
本
で
あ
る
と
想
像
し
て
い

る
。一

四
三
・
江
左
」
は
、
現
在
の
斯
江
省
杭
州
の
あ
た
り
を
指
し
、
宋

代
に
お
け
る
木
版
印
刷
の
中
心
地
で
あ
る
。

「
倫
貫
」
と
い
う
語
は
宋
庫
に
先
行
す
る
用
例
と
し
て
、
「
翻
書
」

巻
一
百
八
、
礼
志
に
一
例
ほ
ど
見
え
る
ば
か
り
で
、
あ
ま
り
用
例

を
見
な
い
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
倫
貫
」
と
い
う
語
に
つ
い
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て
検
討
を
加
え
る
く
一
借
」
字
は
一
説
文
解
字
」
巻
八
、
人
部
に
一
鍛

也
。
従
人
、
命
聾
。
一
日
、
道
也
。
」
と
あ
り
、
「
篭
」
は
と
も
が

ら
、
或
い
は
「
道
」
、
物
事
の
根
本
と
い
う
。
「
貫
」
字
は
、
巻
七
、

母
部
に
「
銭
貝
之
貫
。
従
母
、
貝
。
」
と
あ
り
、
銭
を
つ
ら
ぬ
い

て
繋
ぐ
も
の
を
意
味
す
る
。

次
に
宋
の
葉
適
の
「
宋
厩
父
墓
誌
銘
」
（
「
水
心
集
」
巻

二
十
五
、
四
庫
全
書
に
所
収
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

余
為
言
学
之
本
統
、
古
今
倫
貫
、
物
変
終
始
、
所
当
究
極
。

こ
こ
に
お
け
る
「
倫
貫
」
は
、
学
問
の
「
古
」
と
「
今
」
と
に

お
け
る
連
続
的
流
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
源
を
指
し
て
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
「
宋
史
」
巻
四
百
三
十
九
、
梁
周
翰
の
伝
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。唐
末
喪
乱
、
籍
譜
竿
存
、
無
所
取
則
、
周
翰
創
意
為
之
、
頗

有
倫
貫
。

梁
周
翰
（
九
二
九
，
一
○
○
九
）
、
字
は
元
褒
。
唐
末
の
喪
乱

に
よ
っ
て
宗
室
の
系
諮
を
作
り
、
そ
れ
は
極
め
て
筋
の
通
る
も
の

で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
宋
嘩
は
陽
休
之
が
縞
ん
だ
テ
キ
ス
ト
に
は
「
倫
」
、
鵬

休
之
以
前
の
三
樋
の
テ
キ
ス
ト
の
源
が
見
ら
れ
、
「
曲
」
、
そ
の
系

柵
を
つ
ら
ぬ
き
繋
ぐ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
し
て
「
倫
批
」
と
述
べ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

［
五
］
江
左
の
旧
本
を
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
宋
摩
本
は
既
に
見
ら

れ
な
い
。
提
要
で
は
現
行
の
陶
集
の
テ
キ
ス
ト
が
宋
摩
本
な
い
し

宋
摩
が
お
そ
く
に
得
た
江
左
旧
本
に
由
来
す
る
と
指
摘
す
る
の
に

対
し
て
、
存
目
提
要
で
は
「
今
本
潜
集
為
北
斉
僕
射
陽
休
之
縞
」

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
本
提
要
で
は
テ
キ
ス
ト
と
い
う
点
に
着
目
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
存
目
提
要
の
方
で
は
そ
の
系
統
に
収
ま
る

テ
キ
ス
ト
の
も
と
も
と
の
編
者
と
い
う
点
に
着
目
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
宋
摩
本
が
陽
休
之
十
巻
本
に
基
づ
く
こ
と
は
、
宋
摩

自
ら
「
私
記
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
宋
の

兄
公
武
「
郡
斎
読
書
志
」
で
も
「
休
之
本
出
宋
摩
家
云
江
左
旧
書
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
《
Ｉ
》
、
【
二
に
お
い
て
に
四
庫
本
は
抄
写
に
あ
た
り
、

李
公
換
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
こ
と
は
指
摘
し
た

が
、
李
公
換
本
が
宋
摩
本
な
い
し
宋
摩
が
得
た
江
左
旧
本
の
系
統

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
何
孟
春
が
「
世
伝
李
公

換
本
、
当
是
宋
丞
相
所
記
江
左
旧
普
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
通
り

で
あ
る
。
な
お
、
宋
摩
本
を
校
勘
の
対
象
に
用
い
て
絹
鮮
さ
れ
た

北
宋
刊
本
と
し
て
思
悦
が
刊
行
し
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
巻
数
な

ど
の
問
題
か
ら
李
公
換
本
を
含
む
現
行
の
陶
集
は
、
よ
り
直
接
的

に
は
こ
の
思
悦
本
に
由
来
す
る
と
い
う
指
摘
が
、
橘
川
氏
、
郭
紹

喫
氏
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
〔
校
勘
〕
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
瞥
前
提
要
で
は
「
若
」

－39－



③②＠
然
昭
明
太
子
去
潜
世
近
、
巳
不
見
五
孝
伝
、
四
八
目
昌
不
以
入
集
、

陽
休
之
何
由
続
得
。
且
五
孝
伝
及
四
八
目
所
引
尚
書
自
相
矛
盾
、

決
不
出
於
一
手
①
、
当
必
依
託
之
文
。
休
之
誤
信
而
増
之
。
以
②

後
諸
本
、
錐
巻
峡
③
多
少
、
次
第
先
後
、
各
有
不
同
、
其
鼠
入
偽
作
、

則
同
一
轍
、
実
自
休
之
所
編
始
。
摩
私
記
但
疑
八
儒
、
三
墨
二
条

を
一
‐
無
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
文
脈
の
流
れ
な
ど
か
ら
見
て
誤
り

で
あ
ろ
う
。

則
同
一
輔
．
実
自
休
之
一
●
一

之
誤
、
亦
考
之
不
審
突
。

戸
原
．
．
又
」

［
剛
一
剛
韮
皿
一
寸
一
（
」

〔
校
勘
〕雲

譜
前
提
要
、
於
作
千
マ
掌
、

瞥
前
提
要
、
無
以
字
。

瞥
前
提
要
、
峡
作
数
。

然
れ
ど
も
昭
明
太
子
は
潜
の
世
を
去
る
こ
と
近
し
、
巳
に
五
孝

伝
、
四
八
目
を
見
ず
、
以
て
集
に
入
れ
ざ
れ
ば
、
陽
休
之
何
に
由

り
て
続
ぎ
得
た
る
や
。
且
つ
五
孝
伝
及
び
四
八
目
の
引
く
所
の
尚

書
は
自
ず
か
ら
相
い
矛
盾
す
れ
ば
、
決
し
て
一
手
よ
り
出
で
ず
、

当
に
必
ず
依
託
の
文
な
る
べ
し
。
休
之
誤
り
信
じ
て
之
を
増
す
。

以
後
の
諸
本
は
、
巻
峡
の
多
少
、
次
第
の
先
後
、
各
同
じ
か
ら
ざ

る
有
り
と
錐
も
、
其
の
偽
作
を
賀
入
し
て
、
則
ち
同
一
轍
な
る
は
、

実
に
休
之
の
編
す
る
所
よ
り
始
ま
る
。
摩
の
私
記
は
但
だ
八
儒
、

三
墨
の
二
条
の
誤
り
の
み
を
疑
う
、
亦
た
之
を
考
う
る
こ
と
審
ら

か
な
ら
ざ
る
な
り
。

し
か
し
な
が
ら
昭
明
太
子
が
生
き
て
い
た
時
代
は
陶
潜
が
世
を

去
っ
て
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
既
に
「
五
孝
伝
」
と
「
四
八

目
」
を
見
な
か
っ
た
の
で
、
撰
築
に
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
陽
休
之
は
何
に
拠
っ
て
収
録
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
【
二
。

ま
た
「
五
孝
伝
」
及
び
「
四
八
目
」
の
「
尚
瞥
』
を
引
用
す
る
個

所
は
相
互
に
矛
盾
し
て
い
る
の
で
、
一
人
の
作
者
か
ら
出
て
き
た

は
ず
も
な
く
、
必
ず
や
陶
潜
の
名
に
偽
託
し
た
文
章
で
あ
る
一
三
。

鴎
休
之
は
誤
っ
て
信
じ
込
み
、
こ
の
二
つ
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

陽
休
之
が
こ
の
二
つ
の
作
品
を
加
え
て
以
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ

〔
現
代
日
本
語
訳
〕
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一
二
三
‐
五
孝
伝
」
と
一
‐
四
八
目
」
が
偽
作
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、

存
目
提
要
に
緋
し
い
。
存
目
提
要
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
五
孝
伝
」
引
「
孝
乎
惟
孝
、
友
子
兄
弟
」
之
文
、
句
読
尚

従
包
威
註
、
知
未
見
古
文
尚
瞥
。
而
此
録
四
岳
一
峰
、
乃
引

孔
安
国
伝
、
其
出
両
手
、
尤
自
顕
然
。
至
書
以
「
聖
賢
群
輔
」

為
名
、
而
魯
三
桓
、
鄭
七
穆
、
晋
六
卿
、
醜
四
友
、
以
及
仕

葬
之
唐
林
、
唐
遵
叛
晋
之
王
敦
、
並
列
簡
絹
、
名
実
相
注
、

理
泥
風
教
。

｛
三
節
新
か
生
ま
れ
た
の
は
澱
剛
の
没
年
で
あ
る
四
二
七
年
（
翻

宋
、
元
慶
四
年
）
か
ら
七
十
四
年
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
陽
休
之

が
生
ま
れ
た
の
は
、
淵
明
の
没
年
か
ら
八
十
二
年
後
と
や
や
萌
統

に
遅
れ
る
。

ス
ト
は
、
巻
峡
の
多
少
、
次
第
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ

て
異
同
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
偽
作
が
混
入
し
て
い
る
点

に
関
し
て
、
同
じ
轍
を
踏
ん
で
い
る
の
は
、
実
に
陽
休
之
が
糧
ん

だ
時
よ
り
始
ま
る
の
で
あ
る
。
宋
摩
の
「
私
記
」
に
お
い
て
、
「
八

儒
」
、
「
三
墨
」
の
二
条
の
み
を
偽
作
と
疑
っ
て
い
る
の
は
、
宋
岸

の
考
え
が
充
分
に
及
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
一
三
。

〔
訳
注
〕

［
三
一
宋
犀
か
一
八
棚
」
、
一
三
里
」
を
後
人
の
偽
作
と
見
る
疑
念

は
「
四
八
目
」
の
末
文
に
陶
潜
自
身
の
こ
と
ば
と
し
て
、
「
播
鯖

所
戟
、
及
故
老
所
伝
善
悪
、
聞
於
世
者
蓋
撒
於
此
突
。
」
と
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
八
棚
」
、
「
三
墨
」
が
そ
の
後
に
お
か
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
宋
摩
の
疑
念
と
存
目
提
要
の
折
摘

は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
宋
摩
は
、
「
五
孝
伝
」
と
「
四
八
目
」

自
体
は
偽
作
と
は
見
て
い
な
い
。

《
Ⅳ
〉

〔
原
文
〕 （

一
‐
五
孝
伝
」
に
一
‐
孝
乎
惟
孝
、
友
子
兄
弟
」
の
文
を
引
き
て
、

句
読
尚
お
包
成
の
註
に
従
う
は
、
未
だ
古
文
尚
普
を
見
ざ
る

を
知
る
。
而
る
に
此
れ
四
岳
の
一
像
を
録
し
て
、
乃
ち
孔
安

国
の
伝
を
引
く
は
、
其
れ
両
手
よ
り
出
ず
る
こ
と
、
尤
も
自

ず
か
ら
顕
然
た
り
。
書
す
る
に
「
聖
賢
群
輔
」
を
以
て
名
と

為
す
に
至
り
て
は
、
魯
三
桓
、
鄭
七
穆
、
晋
六
卿
、
鈍
四
友
、

以
て
芥
に
仕
う
る
の
唐
林
、
唐
遵
、
晋
に
叛
く
る
の
王
敦
に

及
び
、
簡
編
を
並
列
す
る
は
、
名
実
相
い
通
き
、
理
風
教
に

舵
く
。
）
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④③②① ④
今
四
八
目
巳
経
容
鑑
指
示
、
灼
知
其
腰
、
別
著
録
於
①
子
部
類

書
而
詳
弁
之
。
其
五
孝
伝
文
義
術
浅
、
決
非
潜
作
。
既
与
四
八
月

一
時
同
出
、
其
贋
亦
不
待
言
。
今
並
剛
除
、
惟
絹
潜
詩
文
、
仏
従

昭
明
太
子
②
為
八
巻
。
錐
梁
時
旧
第
今
不
可
考
、
而
劉
偽
存
真
、

庶
幾
猶
為
近
古
蔦
③

今
四
八
目
は
巳
に
容
鑑
の
指
示
を
経
て
、
灼
ら
か
に
其
の
贋
な

る
を
知
れ
ば
、
別
に
子
部
の
類
瞥
に
著
録
し
て
詳
ら
か
に
之
を
弁

ず
。
其
の
五
孝
伝
は
文
義
珊
浅
な
れ
ば
、
決
し
て
潜
の
作
に
非
ず
。

既
に
四
八
目
と
一
時
に
同
に
出
づ
れ
ば
、
其
の
畷
な
る
こ
と
亦
た

言
を
待
た
ず
。
今
並
び
に
剛
除
し
、
惟
だ
潜
の
詩
文
の
み
を
編
し
、

〔
校
勘
〕

壷
一
利
”
一
垂
叫
寸
一
一
（
」

普
前
提
要
於
作
子
く

書
前
提
要
、
有
所
定
鎧
三
字
。

書
前
提
要
、
乾
隆
四
十
六
年
十
月
恭
校
上

書
前
提
要
、
総
纂
官
臣
紀
吟
臣
陸
錫
熊
臣
孫
士
毅
総
校
官
臣

陸
費
塀

現
在
「
四
八
目
」
は
既
に
陛
下
が
御
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

明
ら
か
に
偽
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
別
に
子
部

の
類
書
に
著
録
し
、
詳
細
に
解
説
し
た
。
一
二
「
五
孝
伝
」
は
文

が
平
凡
で
浅
く
、
絶
対
に
陶
潜
の
作
品
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た

「
四
八
目
」
と
「
五
孝
伝
」
が
同
時
に
現
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
偽

作
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
併
せ
て
削
除
し
て
、
た

だ
陶
潜
の
詩
文
の
み
を
編
巣
し
て
、
や
は
り
昭
明
太
子
に
従
っ
て

八
巻
本
と
し
た
。
梁
の
時
代
の
古
い
次
第
は
現
在
考
え
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
畷
作
を
斥
け
て
真
作
を
収
録
し
た
の
で
、
な
お
古

い
形
に
近
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

冊
お
昭
明
太
子
に
従
い
て
八
巻
と
為
す
。
梁
時
の
旧
第
は
今
考
う

可
か
ら
ず
と
錐
も
、
偽
を
勤
け
て
真
を
存
す
れ
ば
、
猶
お
古
き
に

近
き
と
為
す
に
庶
幾
か
ら
ん
。

【
二
一
牢
澗
鑑
」
ゞ
は
天
子
の
考
察
一
ｃ
糊
江
・
が
●
‐
殿
本
．
ｉ
｜
冊
前
捉
要
に

お
い
て
等
し
く
本
文
よ
り
も
二
段
上
に
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
天
子

の
考
察
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
。
提
要
に
お
い
て
同
様
の
例
と
し

〔
現
代
日
本
語
訳
〕

〔
訳
注
〕
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て
、
｜
容
裁
」
、
｜
容
算
」
‘
一
容
慮
」
な
と
か
見
え
、
ま
た
一
審
」
は
一
聖
」

と
同
義
的
に
用
い
ら
れ
、
「
聖
訓
」
「
聖
裁
」
な
ど
が
見
え
る
。

「
五
孝
伝
」
と
「
四
八
目
」
を
偽
作
と
す
る
見
解
は
夙
に
曽
集

の
自
序
に
「
与
夫
五
孝
伝
以
下
四
八
目
雑
著
、
所
為
犯
是
不
睡
、

非
敢
有
所
去
取
剛
直
欲
嬬
晴
真
淳
、
吟
詠
惰
性
、
以
自
適
其
所
適
。
」

と
見
え
る
こ
と
が
、
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
補
正
」
（
胡
玉
綴
、
中

華
普
局
出
版
、
一
九
六
四
年
）
所
引
の
胆
氏
目
録
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。（

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科

地
域
言
語
文
化
研
究
コ
ー
ス
修
士
課
程
一
年
生
）

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室

去
年
の
六
月
に
国
立
劇
嶋
に
行
き
、
初
め
て
歌
舞
伎
を
鑑
徹
し
ま

し
た
。
そ
の
日
の
油
目
は
「
義
経
千
本
桜
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

今
回
観
た
の
は
義
経
千
本
桜
の
中
で
「
四
の
切
』
と
い
う
嶋
血
で
、

私
の
想
像
し
て
い
た
歌
舞
伎
と
は
大
き
く
通
っ
た
も
の
で
し
た
。
内

容
は
、
凝
経
の
部
下
で
あ
る
佐
雌
忠
偲
に
化
け
た
源
九
郎
狐
と
い
う

狐
の
子
ど
も
が
、
義
経
の
恋
人
の
肺
御
前
の
も
つ
自
分
の
両
親
の
皮

で
作
ら
れ
た
「
初
青
の
鼓
」
を
綴
っ
て
付
き
従
い
、
鹸
後
に
は
そ
の

親
子
愛
に
心
打
た
れ
た
義
経
か
ら
初
商
の
鼓
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う

識
で
す
。
狐
の
親
子
愛
を
描
い
た
作
仙
で
、
物
鮒
の
内
容
も
分
か
り

や
す
く
初
め
て
歌
舞
伎
を
似
た
私
で
も
十
分
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

特
匪
的
だ
っ
た
の
が
狐
の
油
技
で
、
「
狐
測
」
と
い
う
独
特
の
セ
リ

フ
の
炎
現
、
激
し
い
動
き
や
鼎
粉
砕
え
そ
し
て
豚
台
の
特
殊
盤
股
を

使
っ
た
騒
鳩
な
ど
、
と
て
も
工
夫
さ
れ
た
揃
出
で
、
本
当
に
狐
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
淵
珊
ら
し
い
城
技
で
し
た
。

そ
し
て
、
凶
立
劇
珊
の
舞
台
に
あ
げ
て
い
た
だ
く
と
い
う
と
て
も

尚
煎
な
体
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
輝
台
の
上
で
、
騨
台
効
果
や

役
将
さ
ん
の
衣
渋
や
隈
取
と
い
う
噸
の
化
桃
の
脱
明
を
聞
き
、
兇
押

や
女
性
の
演
じ
方
な
ど
を
紋
え
て
い
た
だ
い
た
。
側
立
劇
嶋
の
花
迦

を
歩
い
た
り
障
台
上
の
セ
リ
か
ら
舞
台
の
下
に
降
り
る
と
い
う
維
験

は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
で
な
い
と
絶
対
に
経
験
で
き
な
い
も
の
な
の

で
今
Ⅲ
歌
舞
伎
鑑
貧
教
室
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ｎ
分
く
ら
い
の
年
齢
の
人
に
は
歌
揮
伎
に
触
れ
る
撮
会
が
あ
ま
り

な
く
、
歌
録
伎
は
離
し
い
も
の
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

全
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歌
舞
伎
を
肌
た
こ
と
が

賎
い
と
い
う
人
に
は
、
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
は
と
て
も
い
い
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
同
船
一
年
中
山
竣
太
郎
）

－43－


